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１１月２９日に行われました書
による「生き方」学習会にて，書
道家の二階堂勇悦氏に書いていた
だいた大書「見せてやれ 松山中
生の 何苦咀魂」を，昇降口正面
の中庭に掲示しました。生徒が昇
降口から入った際に，ちょうど正
面から迎え入れる形です。何（ど
んな）苦（苦しいことや辛いことがあっても）咀（ぐっと奥歯をかみしめ）腹の底から出る言葉 そ
れが「何苦咀」でした。これからも松中生のことを勇気づけることでしょう。

日 曜 ２ 月 行 事 等 日 曜 ２ 月 行 事 等

１ 木 私立高校一般入試Ｂ日程 16 金

２ 金 授業参観・学年ＰＴＡ 17 土

３ 土 18 日

４ 日 19 月 専門・中央委員会，部活動なし
５ 月 愛校作業(放課後),5校時限,部活動なし 20 火 ＳＣ来校
６ 火 特別支援学級卒業を祝う会,SC来校 21 水

７ 水 朝会 22 木 予せん会 がんばっぺスポーツの日
８ 木 2年薬物乱用防止教室,放課後学び支援 23 金 天皇誕生日
９ 金 部活動中止期間 24 土

10 土 25 日

11 日 建国記念の日 いい音楽の日 26 月 生活アンケート調査，部活動なし
12 月 振替休日 27 火 職員会議,5校時限,部活動なし,SC来校
13 火 第２学期期末試験①,昼食なし午前で下校 28 水

14 水 第２学期期末試験②，給食後下校 29 木

15 木

休日の緊急連絡（事故，事件についての案件）は，松山中の土日祝日の緊急連絡用フォームでお願
いしております。今後，学校だよりの発行に合わせ，保護者の皆様へ学校連絡用メールにてＵＲＬ
を配信いたしますので，そのＵＲＬからお入りください。なお，eメッセージの場合は黒色になっ
ているＵＲＬをタップすると青色になり，そこから入れるように切り替わります。

◇「おおさき環境フェア２０２３ポスター作品展示会」が１月１７日（水）から行われており，本校
から審査員賞の３名を含め１２名の作品が展示されています。会場は地域交流センター（あすも）
２階地域活動スペース，入場料は無料，２月７日（水）まで行われます。

おやま まなびや

丘の学校丘の学校

昇降口前で勇気づける ～何苦咀魂～



１２月に実施しました「第２回教育活動に関する調査（学校評価アンケート）」の集計結果で
す。自由記述でいただいた御意見等も含め，冬休み中にこれらの結果を分析して改善すべき点
を洗い出し，学年や各分掌，職員会議等の場で，その対応について話合いを進めてきました。
御多用の中でしたが，アンケートに御協力いただき誠にありがとうございました。
なお，各項目の上段が第２回の数値です。参考として第１回の数値を下段に記載しました。

今後も教育活動の充実に取り組みますので，御協力をお願いいたします。
※№の赤太数字は学校経営の方針の本年度の重点努力目標（マニフェスト）に関連した項目

※塗りつぶしは学校経営の方針の本年度の重点努力目標（マニフェスト）を下回っている項目

下段：第１回(７月)

40 52 8 0 33 55 12 0

40 55 5 0 45 53 2 0

30 58 11 1 35 61 5 0

39 47 13 1 40 42 17 2

49 47 3 1 44 55 2 0

設定ミスにより数値なし 46 52 2 0

設定ミスにより数値なし 36 59 5 0

40 47 8 5 32 61 8 0

18 36 32 15 11 38 41 11

18 49 23 10 18 40 32 9

44 52 3 1 17 67 16 0

47 49 3 1 21 60 19 0

51 42 7 0 45 53 2 0

44 47 7 3 22 54 18 6

52 42 6 0 53 45 2 0

43 54 3 0 41 55 5 0

35 57 7 1 43 51 5 2

◇全体的には，生徒の達成率は２回目の方が高かったのですが，保護者の数値は横ばい状態でした。
マニフェストを達成していても，生徒に関して１回目に「Ｄ」が０％だったのが２回目に１～２％
になっている項目が３か所あり，そのような点を見逃さないように重視していきます。

◇№３は94％と高い数値ではあるものの，１％だけマニフェストに届きませんでした。２回目の方
が数値は高かったのですが，心身の健康には一層配慮していきます。

◇№９は達成率が最も低いのですが，４年連続して達成率が上昇しています。今までも御協力いただ
いておりますが，今後も継続して御家庭の協力が不可欠ですので，よろしくお願いいたします。

◇№16の数値が低くなっているのは，熊出没への一層の対応強化や自転車の乗り方等の登下校の指
導強化の必要性があることの表れと認識しております。

第２回教育活動に関する調査（学校評価アンケート）の結果

「Ａ」：そう思う 「Ｂ」：まあまあそう思う 「Ｃ」：あまりそう思わない 「Ｄ」：そう思わない


